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＜連絡事項＞

・７月29日深夜チーフが阿部JGMから藤原SGMへ変更になります。
・患者様の状態報告する際は朝９時までは当直医にすることになっていますので間違え

のないようお願いします。

・栄養の方からお盆の食事発注をする為に、外出・泊予定者の人数把握をしたいため８月５日までに外出外泊予定者を、わかる範囲の患者様のみ提出お願いしますとの連絡がきています。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様　26日深夜帯で喫煙所にて転倒し頭頂後頭部に長さ3㎝　深さ2㎜の裂傷あり本日3針縫合、イソジン消毒・ガーゼ保護の処置をしています。田名部Ｄｒ診察にて今日１日安静にとの指示ありプログラム・作業を欠席しています。明日、主治医に状態報告を行い診察して頂き今後の処置・指示受けをお願いします。

駒木様の転倒事故についての検討・問題把握
＜経過＞

本日深夜帯にて（4～5時）に本人喫煙室へ行き喫煙をする。その後帰室し再入眠される。

7:35に来詰し「頭が変なので見て下さい」と自ら訴えてくることがあり、スタッフが頭部

確認すると深さ2mmの裂傷、出血あり患部の疼痛訴える。バイタルサイン測定後深夜チー

フへ報告。イソジン消毒、経過観察にて様子見るよう伝えられる。

日勤スタッフが登院するとガーゼに滲む程度の出血はまだ見られており、圧迫止血、冷罨法し、本日の日直医へ報告し診察、処置を行った。

＜検討＞

（スタッフの行動）本人からの訴えにより頭部外傷に気付いた。その後出血量は頭髪に混じり滲む程度であることを観察、ガーゼで裂傷部を抑えバイタルサイン測定実施、深夜チーフ報告、相談しイソジン消毒、ガーゼ保護にて経過観察した。

①事故発生に関して普段からの歩行状態や早朝でもあったため、覚醒状態の観察が必要。

また、以前もふらつきがあり転倒したことがある患者様であったため、注意し観察・見

守りが必要であった。

②裂傷部の状態の判断に迷った場合は深夜チーフへ依頼し見ていただき処置等行うべきで

あった。

喫煙室が死角であり1人1人付き添うことは困難であるが、今回のような事故が起こらないよう喫煙所を利用されている場合は定期的に巡回し、特に夜間帯は覚醒状態や歩行状態を観察し、事故発生を未然に防ぎ、また、起きてしまった場合は早期に対処出来る様今後も利用状況　安全管理について検討していきます。

・畑中　徹様　７月２９日退院予定となっています｡９時～１０時の間にお母様が迎えに来る予定となっています。本人様より入院費が知りたいとのことで本日医事より連絡きています。本人には伝えています｡また、娘様の通っている保育園に診断書を提出したいと希望あり、主治医へ依頼しています｡退院時に忘れずに本人様へ渡して下さい。

・畑中　成夫様　明日、スタッフ付き添いにて外出予定となっています。

時間　１４：００～１６：００まで。

本人より、タクシー代として８０００円に金額を増やして欲しいと希望あり、医事に連絡しています。

・松橋　清子様　本日被毒妄想あり、昼　副食１口程度。補食ゼリー２個摂取しています｡

今後も水分摂取促して行きましょう｡また、買い物カ－ドが見つからない為、発注しています。本人の調子が良くなるまでスタッフ預かりとしています。

・寺地　利代子様　本日スタッフ付き添いにて外出されています。今月３回目です。

外出中、一方的にまとまりの無く話しをしている事あります。(お母様の事・今後について・他者やスタッフについて等)。調子が悪い事に自覚はあるが、コントロールできずにいます。「スタッフ付き添いで行ける事が嬉しくていっぱい話しちゃう。一人で行くと戸惑っちゃうし、そんな自分を見て周りの人が変な人って思うんじゃないかと思っちゃうから一人で外出は無理。」と話しています｡今後は、スタッフと決められた目的の場所にだけ行くようにし、外出時の様子観察を行っていきましょう｡

＜自己服薬管理＞

・駒木　洋士様　時々、薬を飲んだか飲んでないか忘れている事あり、その都度スタッフと確認しています。忘薬やチェック忘れによる２重服薬等が無い様注意し服薬状況の確認をしていきましょう。

・大橋　照子様　他者より時間を遅らせて服薬にきていますが、時折そのまま忘れてしまう事がありスタッフの声掛けにて、服用する事があります。忘薬に注意し服薬状況の確認、実施状況の観察をして行きましょう。

＜川端Ｄｒ診察報告＞

・宮崎　幸子様～7/28～7/30まで外泊予定となっています。外泊終了後7/31（火）午後に
主治医診察し今後の退院について検討すること説明しています。また、
現在抗精神病薬を服用していないため、今後幻聴の有無等観察し症状が
再燃した場合は主治医へ報告するようにして下さい。
本日は消化がよく排便もあることから整腸剤　カマ（1.5）→（1.0）2
×ndEの調整あり臨時薬継続処方となっています。
・村松　茂治様～生活保護申請について主治医より、兄様と本人様へ説明しています。現
段階では、生命保険に加入しているため、入院費についてはそれで賄え
るようなので今後生活保護受給の申請についてPSWが介入していくこと
となっています。病棟サイドでは本人が自分の意志を上手く相手に伝え
られないことが問題点として上げられるため、プログラム等で本人が思
っていることを言語化できるよう関っていきましょう。
・杉澤　恵子様～夜間睡眠不安定であることから抗ヒスタミン剤　ヒベルナ（25）1T1×夕が止めとなり臨時薬処方となっています。また、下腹部痛の訴え継続しているため、7/28（土）11：30に小坂Ｄｒの診察を予定しています。
　　　　　　　　７月の尿検査の際に尿糖、尿蛋白が（＋）となっていることから血糖について詳しく検査するため8月の定期採血の際、日内変動の検査指示出ています。検査チームへは連絡済みです。
・種本　福松様～主治医より爪切りが出来ていないこと、入浴にバラつきがあること、スタッフへ依存的にならない様日課に関して時間をかけてでも自分で実施するよう指導受けています。薬の変更はなく、臨時薬継続処方となっています。保清に関して自分で行うよう見守り動機付けしていきましょう。
・東海林　康之様～顔面・両上肢の浮腫の悪化傾向見られ、検査データでは異常が認めら

れないため、水分の過剰摂取が考えられるため、本日より１日3回（7：

00　17：00　20：30）の体重測定を１週間実施するよう指示あります。
水分制限はありませんが、飲水状況、浮腫の程度等の確認等行い観察していきましょう。
・晴山　長司様～作業療法・リハビリテーションプログラムを導入していましたが、不機
嫌さあり、ベッド臥床目立ち日課（食事・服薬・入浴）の拒否も見られ
ていることから本日より、作業療法・リハビリテーションは中止として
います。今後は本人の出来る事（読書、ラジオ鑑賞等）を行って頂きましょう。　また日課、保清等の介入も根気強く行っていきましょう。
